


視察報告書様式【１】 

委員会名 企画総務委員会 委員名 石川 嘉仁 

視察日時 令和６年７月１６日（火）午後２時００分～午後４時００分 

視察先・概

要 

福島県会津若松市 

 人口：111,566 人(令和６.６.１現在) 面積：382.97 ㎢ 
視察内容 都市ＯＳを活用したデジタルサービス 

選定理由 

会津若松市では、データ連携基盤である都市ＯＳを活用し、ヘルスケ

ア、行政、観光、防災、決済、食・農の６分野でデータ連携と付加価値の

創出につながる市民や自治体向けデジタルサービスを実装している。行政

分野においては、市民窓口にタブレットを備え付けるなど、デジタル申請

による各種手続きを開始しており、決済分野では、市民向けのデジタル地

域通貨によるキャッシュレスを普及させ、地域全体の生産性向上を目指し

ている。 

こうした取組を視察することで、本市の更なるデジタル化の充実に資す

るものとする。 

豊田市の 

現状と課題 

本市では、デジタル強靱化戦略を掲げ、重点事業として「ＡＩ相談・支援

システムの構築」や「スマート窓口の構築」に取り組んでいる。また、基本

事業として「チャットボット・ＯＣＲ等、各種システムの導入」や「電子申

請の更なる促進」に取り組み、民間企業等とも連携しながら、実証実験を行

い、ミライのフツーに向けた施策を推進している。 

視察概要 

情報通信技術を手段として様々な分野に活用し、ICT 関連企業の集積によ

り、新たな仕事や産業を創出し、先進的なデジタルサービスを地域に適用す

ることで、地域課題の解決や市民生活の利便性向上を実現する取組である。

魅力的な働く場があることで住み続けられるまちになるように、また地域デ

ータを活用してまちをみえる化し、人口減少、地域活力の低下という課題に

正面から向き合い解決していくために、本デジタルサービスに取り組んでい

る。特にデジタル地域通貨会津コインについては、支払いをするとその一部

が地域のこども食堂への寄付に回るなど、地域の応援にもつながるデジタル

地域通貨となっている。市民・地域・店舗それぞれが使ってうれしいシステ

ムとして 2023 年４月から導入されている。 

評価と 

その理由 

行政のみではこれからの時代、多様なニーズに対応できないことから、会

津若松市 46％、㈱AiYUMU が 54％の持ち分で 20 年の事業契約に基づき運営

している。正会員 35 社、サポート会員 59社という多くの民間企業が参加し

ており、協働による市民オプトインを起点とした三方良しの地域社会実現に

向けて取り組んでいる。 

本市に反映 

できること 

地域通貨（会津コイン）は既存のキャッシュレスよりもコスト負担を軽減

できなおかつ地域に還元できる。市外から機能移転した大企業 30 社程と地

元企業との価値のある高コミットがなされている。IT 関連企業の誘致と地

元企業の育成、大学との連携に繋がると考える。また、デジタルなんでも相

談として週に 1 回開催しており、他に年 4 回 AICT スマートシティ祭りを開

催しており、市民への周知と協働してすすめていく姿勢は、デジタル化を展

開していくにあたり本市も大切にしていかなければならない。 

その他 

（意見・課

題などあれ

ば） 

パッケージ的な完成したものを導入するのではなく、地域・市民に合った

ものを皆で考えて取り入れていくことが必要。デジタル生活に対する、主観

と客観の捉えられかたの乖離が大きいことが課題。市民の皆様が感じる良さ

が実感できていないため、取組の工夫が必要であるが悲観することなく継続

してほしい。地元団体や若者への横展開がされて初めてメリットがうみださ

れる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察報告書様式【２】 

委員会名 企画総務委員会 委員名 石川 嘉仁 

視察日時 令和６年７月１７日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

視察先・概

要 

福島県郡山市 

 人口：319,816 人(令和６.６.１現在) 面積：757.20 ㎢ 
視察内容 連携中枢都市構想について 

選定理由 

郡山市は、近隣の市町村と連携し、経済成長のけん引や都市機能の集

積・強化、生活関連機能サービスの向上に取り組むことで、人口減少社会

にあっても活力ある地域経済の維持に向け、広域連携中枢都市圏を形成し

ている。   

こうした取組を視察することで、本市においても近隣他市との連携の充

実に資するものとする。 

豊田市の 

現状と課題 

本市は、平成 17 年に周辺６町村と合併し、人口約 42 万人、面積 918 ㎢と

いう広大な市域となり、そのうち７割が山林というまちとなった。産業都市

としての一面と山村地域の一面を持ち合わせた広大な市域をどのように運

営していくのかは、本市にとって常に直面する課題である。また、近隣他市

との連携は、少子高齢化、人口減少が進む時代において重要な取組である。 

視察概要 

郡山市は市政施行 100 周年という節目を迎え、先人たちが築き上げてきた

世界に誇る歴史を学ぶとともに、開拓者精神を、次世代を担う子どもたちに

しっかりと引き継ぎ、次の 100 年に向け、市民の英知と活力を結集した各種

事業に取り組んでいる。福島県県中地方の 12 市町村と二本松市、本宮市、

大玉村、磐梯町、猪苗代町の 5 市町村を含めた 17 市町村で圏域を設定して

いる。新たな広域連携では政策面での基本的な方針や役割分担を定めること

が可能であり、自治体の自立性を担保しつつ、政策を共有することができる。 

また、別組織を作らない、より簡素で効率的な仕組みとすることが可能と

なり、自治体自らの事業として迅速に連携することができる。１：１で連携

協約を締結し、自治体ごとに異なる事業で柔軟に連携することが可能とな

る。 

評価と 

その理由 

圏域目標人口を社人研が想定している 513,228 人ではなく 2040 年

555,169 人と明確に示し、広域構想をたてていることが素晴らしい。地域の

実情に応じた政策目標を定めることで、特色を打ち出すことが可能となり、

圏域内で働き・暮らし続けられる「ダム機能」としての役割を果たしている。

1：1 で柔軟に連携することが可能。87の連携事業があり、A～D ブロックに

わけ郡山市が中心となり、信頼関係のもと成り立っていると感じた。民間企

業との公民協奏パートナーシップ協定を結び、講座やｺﾝﾃｽﾄ・ｲﾍﾞﾝﾄを開催し

効果を高めている。 

本市に反映 

できること 

事務組合よりも柔軟に取り組んでいく手法が広域連携である。財政力や人

口規模など近隣市町村の特色・特徴により連携していくことが出来るかどう

かが決まってくると感じた。豊田市も連携中枢都市圏の対象都市ではある

が、近隣を見渡すと、郡山市とは状況が異なっている。ただ、内容によって

は連携を模索していくことも可能であり、この先公共サービスをひとつの市

だけで完結させていく世の中ではないと強く感じるので、連携中枢都市の考

え方は大切にしていきたい。 

その他 

（意見・課

題などあれ

ば） 

合意形成が難しい課題への対応は容易ではないが、自分の市町村だけ良け

ればいいという考えはなくし、中核都市としての責任と自覚をもって行政運

営にあたることが必要と感じる。自治体が有する経営資源を共同活用する取

組や市町村間の利害調整が必要となる取組をさらに進化させていくことが

重要となる。 



議場等の設

備について 

議場については、電子ボタンによる採決はどの議場も当たり前のようにあ

る。重厚感ある雰囲気。コンセントはまだ未設置であったが、スクリーンは

設置済。 

※議場見学を行わなかった場合は記載不要 

①議席にコンセント等の有無（ペーパーレス会議対応）：無 

②電子採決システムの有無：有 

③大型モニター又はスクリーンの設置：有 

④傍聴席で音声の文字表示対応（モニターの設置等）：有 

⑤その他気づいた点： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

視察報告書様式【３】 
委員会名 企画総務委員会 委員名 石川 嘉仁 

視察日時 令和６年７月１８日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分 

視察先・概

要 

東京都足立区 

 人口：694,725 人(令和６.４.１現在) 面積：53.25 ㎢ 
視察内容 高架下 Ｎｏ Ｂｏｒｄｅｒ ＬＡＢ 

選定理由 

足立区は、20年近くシャッターが閉まった店舗を借り、地域の交流拠点

を創出することで、毎日人が通る場所から人々が交流する場所へという習

慣を生み出している。地域住民の力を引き出すため、アヤセ未来会議を

「人材発掘の場」とし、「高架下 Ｎｏ Ｂｏｒｄｅｒ ＬＡＢ」を活動の場

として連携した取組を行っている。こうした取組を視察することで、本市

においても、市民が様々な形で交流し、新たな取組を創出する場の充実に

資するものとする。 

豊田市の 

現状と課題 

本市では、ＳＤＧｓの達成、持続可能なまちの実現に向けて、本市と共に

取組等を実施する企業・団体等を「とよたＳＤＧｓパートナー」として募集

している。本市とパートナーが、それぞれの有する資源や知見等を生かし、

共に目指すＳＤＧｓのゴールや豊田市の地域課題の解決に向け、連携し、持

続可能な取組や活動を推進していると同時に、様々な企業や団体等が連携

し、交流する場の創出に寄与している。 

視察概要 

令和４年５月、足立区は SDGS 未来都市と自治体 SDGS モデル事業にダブル

選定されている。多様な団体と挑む貧困の連鎖解消に向けた、都市型モデル

を構築し、逆境をまちの力で乗り越えようと取組を展開している。綾瀬駅西

口の鉄道高架下は老朽化と空き店舗の増加により、まちの灯りが乏しく、そ

のため、暗い・汚い・怖いの三拍子が揃い、まちのイメージダウンを助長し

ている。子どもや若者の「やりたいことや夢への挑戦意欲を掻き立てる場」

として、活動資金は、将来を担う子どもたちの夢をかなえるプロジェクトと

して、企業からの支援やクラウドファンディングを検討している。アヤセ未

来会議の活動拠点のほか、SDGS に関する活動を後押しする情報発信・体験

の場、開業したい人のための最初のステップの場としての低賃料のシェアス

トアなど多様なアクティビティが創発する空間としている。  

評価と 

その理由 

貧困の連鎖の解消、逆境をまちの力で乗り越える事業として令和４年にダ

ブル選定され、時間がない中ではあるが足立区特有の課題を断ち切らないと

いけないという危機感と強い意志を感じた。20 年にもわたり活用されるこ

となく、綾瀬というまちのイメージダウンになっている市民からも怖い・暗

いという場所を解決し、そのノウハウを他のエリアでも展開し区全体にやっ

てみたいことをチャレンジできる文化を根付かせていくという将来展望に

とても共感した。 

本市に反映 

できること 

子ども、大学生から大人まで生き生きと活動できる場と機会をつくり、全

世代が活動できる場を提供していくことが大切と感じた。本市では各自治

区・地域がその役割を果たしているが、地域ごとに限定されているので、市

全体として思いを形にしてチャレンジできる場・機会があってもいいと感じ

た。また、本市も中心市街地の一等地において、一部の場所で借り手がなく

賃料だけを払っている状態のため、状況の違いはあるが考え方・手法を取り

入れてもいいのではないかと感じる。 

その他 

（意見・課

題などあれ

ば） 

６月末の相談件数 192 件、実現件数 60 件はまさにやってみたいことがカ

タチになっていると思われる。足立区には６つの大学があり、学生からの持

ち込みや提案が増えていることを、上手く将来につなげていくことができた

らいいと感じた。５年間の事業なので、その時の着地点をどのように描くの

かが大切であり、次なるまち（竹ノ塚）への展開も視野に貧困層が多いとい

う負のイメージを、逆に足立区に暮らせば希望が見えてくるというプラスの

イメージへと変えていってもらえることを願う。 



 

 


